
ケイトウ

きれいめ淡色やシックなオータムカラー
秋のファッションのように楽しんで　

■ カビやすい花ですので、購入時にはカビに気をつけましょう。
■ 葉が変色してきたら早めに取りましょう。
■ 日持ちのよい花ですが、切り花栄養剤でさらに長く楽しめます！

プロが伝授！花を長く楽しむアドバイス

花言葉 おしゃれ／気取り

使っている花 ■ セッカケイトウ（ク
リアグリーン）、スプレーマム（ロリ
ポップパープル）、タカノハススキ

ビロードに彩られる秋
インド原産、中国を経てもたらされ「韓藍（カ
ラアイ）」の名で万葉集にも登場する花。ク
ルメ、鶏冠、ヤリ、羽毛、ヒモ、など様 な々花の
タイプがあり、燃えるような赤色が定番です
が、最近は生産者が独自で種を選抜した美
しいニュアンスカラーの石化ケイトウは秋
のおしゃれ花材に。ドライフラワーの素材と
してスプレータイプも人気再燃。

お家で簡単！3ステップアレンジ

①ケイトウは器の高さに合わせて短めにカットします。水に浸かる部分の葉
も取り除きます。スプレーマムも同じくらいの長さにカットします。
②器の手前と奥にケイトウをあしらい、合間にスプレーマムを数輪まとめて
いけ、こんもりしたアレンジに。スプレーマムはケイトウの花の大きさと同じく
らいのボリュームになるようにまとめると、美しいカラーのブロックができて
モダンな印象になります。 
③最後に、タカノハススキの葉を花の合間からなびかせるようにスラっとあし
らいます。涼やかな初秋の風を感じたらアレンジ成功です！
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